
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

 1  

交通訓練 

2 もも、しろ 

豆まき 

身体測定 

3 あか、みどり 

豆まき 

礼拝 

4 

体育教室 

5  

7 

 

8 

 

9 

 

10 

礼拝 

11 

建国記念の日 

1２ 

 

１4 

 

１5 

 

１6 

誕生会 

１7 

礼拝 

１8 

体育教室 

１9 

 

2１ 

 

22 23 

天皇誕生日 

２4 

礼拝 

２5 

避難訓練 

２6 

 

２8 

 

２9 

 

    

      

主題 いっしょにね・つながる 目標 自分やまわりの人たちのために祈る 

聖句 伝えられた教えの規範を受け入れ 

それに心から従う      ローマ 6章１７節Ⅰ 

讃美歌 ♪きみがすきだって 

 ♪ひとりひとりのなをよんで 

月の歌 まめまき・ゆき・こんこんくしゃんのうた 

 『伝えられた教えの規範を受け入れ、それに心から従う』 

（ローマの信徒への手紙 第 6章 17節） 

 コロナの感染によって、世界全体が混沌・混乱の時代に入ってきました。日本でも同様です。しかし、実際に

は、そんなに実感をおぼえることは少ないのではないかと思います。それは生命そのものが危険にさらされたり、

飢えや渇きを感じることはほとんどないからでしょう。平和な時代であると信じて生活をしている安心感もある

からです。子どもたちは限りない希望と大きな夢があります。今よりももっともっと将来に対する可能性を秘めて

います。子どもどうしの関係、先生との触れ合い、それらを通してどれほどの『絆』ができているのか、つながっ

ているのかなど、子どもたちが心によき体験・経験・思い出・記憶として、子どもたちとよく話をしながら、刻ん

で欲しいと思います。健康面だけでなく心の面も大きく豊かに成長しているはずです。家庭生活、保育園生活にお

いて、子どもたちは多くのことを、言葉でまた肌で学んでまいりました。そのことを保護者として受けとめてくだ

さい。実際に言葉を交わして、また、一緒に何かをすることを通して、子どもたちからも学んでください。 

人間の土台となる時期、子どもたちは先生、友だち、家族など人間を見ながら成長していきます。愛とは言葉で

はなく、愛されてこそ感じ・理解されるものであります。愛こそ人間相互に対する大きな賜物です。 

牧師 濱田道明 

 

 

    

                                    


